
別記様式第２号

評価機関名 北陸農政局

単収 単収の増分
基準年
2018年度

１年目 ２年目 ３年目
目標年
2022年度

達成率

JAあおば管内 大豆 2019年度 149kg/10a 25kg/10a 124kg/10a 103kg/10a 96kg/10a 148kg/10a 90kg/10a
-136.0%
未達成

・新技術実証圃の設置
・大豆巡回研修会の実施
・大豆生産推進研修会の
開催
・新品種普及啓発資料の
作成

「高畝狭畦密植栽培」技術については、単収
の増加効果は確認されたものの、播種作業に
専用機が必要であり普及に課題が残った。新
品種「えんれいのそら」の切り替えについて
は、栽培管理技術の周知が進み、令和３年に
おいては単収148㎏/10aと成果目標概ね達成と
なった。しかし令和４年は、天候不順により
単収が低下（90kg/10a）し、目標未達となっ
た。
成果目標の達成率は90％未満であることか
ら、富山県に対し目標達成に向けた改善計画
の提出を求める。

JA高岡管内 大豆 2019年度 199kg/10a 34kg/10a 165kg/10a 133kg/10a 139kg/10a 172kg/10a 123kg/10a
-123.5%
未達成

・新技術実証圃の設置
・大豆巡回研修会の実施
・大豆生産推進研修会の
開催
・新品種普及啓発資料の
作成

「高畝狭畦密植栽培」技術については、単収
の増加効果は確認されたものの、播種作業に
専用機が必要であり普及に課題が残った。新
品種「えんれいのそら」の栽培管理技術の周
知が進んだことで、令和３年産の単収は172㎏
と前年（139㎏/10a）に比べて大きく向上し
た。しかし令和４年産は、天候不順により単
収は123kg/10aと低く、目標未達となった。
成果目標の達成率は90％未満であることか
ら、富山県に対し目標達成に向けた改善計画
の提出を求める。

（注）成果目標の達成状況欄に達成状況の経過を記載すべき事業にあっては、記載例を参考に列を挿入し、記載するものとする。

富山県富山県

持続的生産強化対策事業のうち戦略作物生産拡大支援事業（作付体系転換支援事業）に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況 農林水産省生産局、政策統括官、
地方農政局（北海道農政事務所、
内閣府沖縄総合事務局）の評価所
見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

成果目標の具体的な内容


